
にこにこ新聞 6 月 （書道・英会話・笑い文字） 

新学期が始まって２ヶ月が経ちました。 

新しい生活にもそろそろ慣れた頃ではないでしょうか？ 

6月は、季節でいえば梅雨。雨が多く鬱陶しい季節です。 

気温も高くなり、大人も子どもも何かと体力を奪われがちな季節ですね。 

規則正しい生活を心がけ、体調を崩さないよう気をつけましょう。 

 
 
「集中が続かない」「雑になってきた」と感じたら… 
新年度の緊張感も和らぎ、学校生活に慣れてきた今。 

最近、子どもたちの様子の中に、少し気になる変化が見られるようになってきました。 

 

    気になる子どもの様子 

・提出物や字が雑になっている 

・人の話を聞いていない 

・集中力が続かず、気持ちが散漫 

・「とりあえずやった」だけで終わってしまう 

 

これらは、6 月特有の「ゆるみ」や「疲れ」のサインでもあります。頑張りが続いた 4 月・5 月を

経て、ひと息つきたくなるこの時期に、誰にでも起こり得る変化です。 

 

        ご家庭でできるサポート 

■ 「問いかけ」で気づかせる 

「どうしてこんなに雑なの？」と叱るよりも、「これ、自分でどう思う？」「これで終わりで大丈夫？」 

と問いかけることで、自分の行動を振り返る力が育ちます。 

 

■ 「ていねいにする」姿勢を一緒に育てる 

字を書く・話を聞く・道具を扱う―― 

日常の中の“ていねいさ”を意識することで、自然と集中力も高まります。 

 

■ 「真剣さ」は心の余裕から 

真剣さが見えないときは、気持ちが不安定なことも。 

まずは話を聞いてあげる、関心をもって見守ることが何よりの土台になります。 

 

       まとめ 

6月の“ゆるみ”は、心と体のバランスがゆれる合図。 

叱るより、対話と環境づくりで支えていくことが大切です。 

ご家庭と教室が協力しながら、子どもたちの「考える力」「整える力」を育てていきたいと思いま

す。何かありましたら相談ください 

 

 



書道教室からのお知らせ 

広島書道展に出展された生徒に作品と賞状をもって帰ってもらいました。 

一生懸命頑張って書いた作品です。ほめまくってあげてください。 

また今年も県立美術館に展示してもらえるよう頑張りましょうね。 

その作品の字だけは 2か月間練習しますのでその字は上手くなりますよ。 

色々な字が上手くなるにはたくさんの字を書いていくことが必要です。 

その為にも毛筆を持ってくるようにしてくださいね。 

６月 4日は筆の里工房にてミーティングがありさくらの教室はお休みです 

その他の日は下記のように毛筆をなるべく持って来てください。  

 

毛筆を持ってくる学年さくらの教室 

6月 4日水曜日 11日 18日 25日 

休み  1年3年 5年 2年 4年 6年 持って来てといった人 

 

毛筆を持ってくる学年 KIC教室 

6月 6日金曜日 13日 20日 27日 

3年 6年 1年 5年 2年 4年 持って来てといった人 

 

第二聖徳幼稚園の硬筆教室の生徒さんは今月 4回ありますのでお願いします。 

 

熊野では 9月に全国書画展に学校から全員出展します。少しでも練習をしておこうと思いますので 

上記の日には持って来てもらえるといいな！！と思っています。 

書道道具のない人はこちらで用意はいたしますが用紙と墨汁を購入下さい。 

 

外国人講師の英会話教室 

継続は力なりと言いますが 

英会話はまず英語と日本語とを聞き分けることから始まります。 

日本語になっている英語も発音や音にしない単語があります。 

最近気になったのが 2つのことをダブルといいます。が英語ではダボーのような言い方です。 

聞いてすぐはきれいな発音なのですよ。 

しかしダブルに慣れているためでてくるときがありますね。 

グリーン・ブルーなどは日本が英語と同じような発音ですね。 

色のオレンジと果物のオレンジは少し違います。まず発音の違い・聞き取りができるようになって

から英会話といえ直ぐに英語が話せるわけではありません。 

しかし聞いたことのある言葉は話すことができます。 

それが大事なのです。日本語でも英語でもたくさんの言葉を聞くことで話せるのです。 

知らない言葉は話せないのでとにかく聞くことその環境にいることが必要です。 

日本語でも模倣時期には自然にまねっこしています。 

そこからです。ものおじせずまだ恥ずかしいと思わない時期この時期が黄金期です 

1.3週目の木曜日聖徳スカイクラス 2.4週目の木曜日第二聖徳コアラクラスありますよ 

 


